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明治学院大学は、岩手県大槌町とボランティア活動の協働連携の協定を結び、現在も学生たちが定期的に赴き、さ

まざまな活動をしています。 
 

このたび、学生たちが活動を通して生まれた住民との関係と聞き取りをもとに「吉里吉里カルタ」を作成しました。 
 

カルタには、地域の風習や文化が吉里吉里の方言とともに盛り込まれ、「俳句」のようなリズムで構成されています。

このカルタは子どもや高齢者、仮設住まいの方や自宅で生活される方など多様な世代や立場の人々がつながり合う

ことをねらいとして作成したものです。２月１１日に開催した「カルタ会」でも、大変好評をいただきました。さらに、大槌

町立の吉里吉里小学校と中学校の授業「ふるさと科」の教材として使われる予定です。 
 

カルタの句や絵札の裏面に記載されている解説文は、学生たちがこれまで行ってきたアーカイブ活動から、地域の

方々から伺ったお話や、吉里吉里語辞典をもとに作成。地域の方たちが考案した句もあります。また、絵柄は学生た

ちが描いたイラストだけでなく、みなさんから寄せられた大槌の風景や伝統文化の写真も盛り込み、たくさんの方々の

協力のもと完成しました。 
 

この活動について、広くご紹介いただければ幸いです。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

■「吉里吉里カルタ」に関するお問い合わせ： 明治学院大学ボランティアセンター（白金）   TEL：03-5421-5131  

 

※2011年4月から始まったこの活動は、これまで418日、104ターム、のべ968人の学生が参加しました。被災地支援の意識が薄れている

と言われているなか、本学の学生たちは年を重ねるごとに参加者は増え、2014年度は過去最高の 289人が現地に赴き、活動しました。 

 

取材のお問い合わせは…                 明治学院大学 総合企画室（広報）   担当：渡辺、宮城 

    〒108-8636 東京都港区白金台1-2-37   Tel：03-5421-5165（直通）  Fax：03-5421-5185 

   koho@mguad.meijigakuin.ac.jp    http://www.meijigakuin.ac.jp 

PR-NO 1510031008 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
地域の方から寄せられた写真と学生が描いたイラストで作成 

 
2月11日に大槌町で行われた「明学生からありがとうを伝える会」 


